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社会福祉法大 輔田町社会福祉協議会

ふ潤いひろば細田社はイ暮-ジ事やうりタ一

癖かまきりシ

観
田
町
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
連
絡
協
議
会

モ
デ
ル
実
証
事
業

『
つ
頓
く
つ
頓
が
る
暮
ら
し
の
よ
り
と
ご
ろ
相
談
所
』

町
民
の
梱
横
に
応
じ
て
く
だ
さ
る

相
談
窓
口
開
設
の

7
法
人

令
和
2
年
に
「
青
森
県
型

地
域
共
生
社
会
」
西
北
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
鶴
田
町
が
選

定
さ
れ
、
同
年
7
月
に
鶴
田

町
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る

地
域
貢
献
活
動
連
絡
協
議
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
の
協
議
や
総
会
を

経
て
、
令
和
3
年
3
月
か
ら

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
皆
様

の
日
常
生
活
で
の
困
り
事
や

相
談
事
を
お
伺
い
す
る
窓
口

「
つ
な
ぐ
つ
な
が
る
暮
ら

し
の
よ
り
ど
こ
ろ
相
談
所
」

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
(
詳

細
は
、
3
月
毎
戸
配
布
の
チ

ラ
シ
参
照
)
。

窓
口
の
開
設
場
所
は
鶴
田

町
の
下
請
7
法
人
で
す
。

今
ま
で
鶴
田
町
役
場
や
社

協
に
出
向
い
て
相
談
さ
れ
て

い
た
方
も
、
今
後
は
皆
様
の

身
近
に
あ
る
法
人
に
ご
相
談

い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
相
談

●
支
援
と
し
て
、
皆
様
の
お
宅
…

を
訪
問
し
な
が
ら
、
困
り
…

事
・
相
談
事
を
お
伺
い
す
る
…

「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
相
談
支
…

援
」
も
実
施
し
ま
す
。

「
地
域
」
「
社
会
福
祉
法
へ

人
」
「
社
協
」
の
三
者
が
一
体

と
な
り
、
日
々
の
生
活
で
生

じ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事

に
も
誠
意
を
持
っ
て
解
決
に

あ
た
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
声
が
け
し
て
下
さ
い
。
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鶴
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原
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8
の
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蜜
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皆
様
か
ら
の
ご
相
談
は
、
各

法
人
と
地
域
、
事
務
局
(
社
協
)

が
協
力
し
な
が
ら
解
決
を
目
指

し
ま
す
。

解
決
に
至
ら
な
い
場
合
で
も

専
門
の
他
機
関
に
繋
ぎ
ま
す
の

で
安
心
で
す
。
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この広報は、赤い羽根共同募金の配分金によって発行しています。
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「住民と共に歩み、生き、その人らしく暮らせる地域づくり」

社会福祉協議会の使命は、地域福祉を推進する中核的な団体として「開かれた社協」と

なることが求められております。

今年度は、新型コロナウイルス感染症の終息が見えない中でも、新しい生活様式を踏ま

えた事業運営に努め、当協議会の基本理念である「住民とともに歩み、生き、その人らし

く暮らせる地域づくり」の実現のため、 「住民に必要とされる、鶴田町になくてはなら

ない社協」となるために各関係機関、団体、行政との連携、協働を図るとともに、以下

の重点項目を掲げ、積極的に取り組みます。

1.地域住民と共に生活課題の解決

人口減少、高齢化率の増加に伴い、支援を必要とする高齢者・障害者・生活困窮世帯が

増加し、さらに子どもの貧困や社会的孤立などの新たな福祉課題、生活課題も生じており、

福祉に対するニーズは多様化、複雑化しております。

生活課題やニーズの早期把握のため、民生委員児童委員、ほのぼの交流協力員、福祉安

心電話協力員等との協力体制を強固にし、地域住民が相互に協働できるよう支援すること

で、地域での一体的な生活支援体制の確立を目指します。

2.一般介護予防事業の推進

町受託で実施している「一般介護予防事業」では、新たなメニューに書道クラブ・ポッ

チャクラブを追加し、引き続き、スマイル号(介護予防送迎車)の運行により、町民に健

康と交流の場を提供することで高齢者の孤立、閉じこもり防止を図ります。

3.福祉教育の推進

次世代を担う人材育成のため、小・中学校において福祉教育講座を実施することで、親

や命を大切にする心と、地域に存在する様々な福祉問題に関心と理解をもてるよう、保護

者等を含めた福祉教育を推進してまいります。

4.社会福祉法人地域ネットワークの構築
令和2年6月に青森県から委託された、社会福祉法人による「青森県型地域共生社会」

西北モデル推進事業は、町内社会福祉法人等のネットワークをより強固にし、各社会福祉

法人によるワーキンググループでの検討と情報共有をとおして、社会福祉法人等と地

域・社協がつながり、地域の皆さまを支える体制づくりを構築してまいります。
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収入の部 (単位:千円)

科目(収入名) 予算額 割合(%) 主 な 内 容 

1 会費・寄付金収入 4,293 0.8 一般会費・団体会費等、寄付金・物品寄付 

2 経常経費補助金収入 6,350 1.1 社協運営、福祉のまちづくり補助金、共同募金配分 

3 受託金収入 73,316 13.2 ほのぼの交流事業、地域包括支援センター、地域活動支援センター、鶴遊飴管理、火葬場等 

4 貸付事業収入 1,602 0.3 たすけあい資金償還金 

5 事業収入 6,489 1.2 配食・昼食サービス、ケア・介護輸送利用料等 

6 介護保険事業収入 351,017 63.0 適所介護、訪問介護、居宅介護支援、特別費霊老人ホーム、短期入所等 

7 就労支援事業収入 3.657 0.7 花のオーナー会費、花弁収入等 

8 障害福祉サービス等事業収入 33,659 6.0 就労継続支援B型(鶴花塾)、生活介護、居宅介護等 

9 医療事業収入 16.068 2.9 訪問看護 

10 受取利息配当金・その他の収入 1,116 0.2 預金利息、退職金積立預け金差益 

11 積立資産取崩・その他の活動による収入 7,283 1.3 退職積立資産取崩し 

12 事業・拠点・サービス区分問繰入金収入 52,005 9.3 事業運営に係る各区分への繰入金収入 

合 計 556,855 

支出の部 (単位:千円)

.翌案≡漢開己輪 予算額 割合(%) 主 な 内 容 

1 人件費支出 335,982 60.4 役貫2名、職員人件費 常勤99名 非常勤12名 

2 事業費支出 58,960 10.6 地域福祉事業及び介護保険事業等利用者に直接係る支出 

3 事務費支出 59,142 10.6 地域福祉事業及び介護保険事業等事務連用に係る支出 

4 就労支援事業支出 3,553 0.6 就労継続支援事業に係る材料、労務費、経費等 

5 貸付事業支出 1,800 0.3 たすけあい資金貸付金 

6 分担金・負担金支出 925 0.2 県社協・郡社協分担金、福祉安心電話負担金 

7 助成金支出 2,120 0.4 ボランティア推進校助成金、幸せの種まき連動、地区サロン助成金等 

8 支払利息支出 6,253 1.1 特別養護老人ホーム借入金支払利息 

9 設備資金借入金元金償還支出 19,440 3.5 特別養護老人ホーム借入金元金 

10 固定資産取得支出 605 0.1 リース車輌買取 

11 ファイナンス・リース債務の返済支出 2,383 0.4 車輌、機械浴等リース 

12 基金積立・積立資産・その他の活訓こよる支出 10,438 1.9 退職手当積立 

13 事業・拠点・サービス区分聞繰入金支出 52,005 9.3 事業運営に係る各区分への繰入金支出 

14 当期資金収支差額 3,249 0.6 令和4年度へ繰越金 

合 計 556,855 
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鰐
詑
塾

託
生
芙
販
売
所
ご
紹
介

鶴
花
塾
生
が
丹
精
込
め
育
て
た
お
花
で
す
。

あ
な
た
の
ご
自
宅
や
会
社
に
お
花
は
い
か

が
で
し
ょ
う
が
。

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

鶴
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
の
多
く
に
住
民
の
皆
さ
ま
よ
り
い
た

だ
い
た
社
協
会
賞
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
会
の
活
動
は
、
地
域
の
皆
さ

ま
の
善
意
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
住
民
と
共
に
歩
み
、
生
き
、
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、
自
立
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
毎
日
を
実
現
す

る
た
め
、
今
年
度
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
鶴
避
館
」
内
玄
関
入
口
付
近

鶴
田
町
生
き
が
い
セ
ン
タ
I
入
口
付
近

▲生きがいセンター入口付近

個
人
会
費
-
世
帯
-
〇
〇
〇
円

(
町
内
全
世
帯
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
)

◇
納
入
方
法

町
内
会
を
通
し
て
『
会
費
納
入

願
い
書
』
を
持
参
し
お
宅
に
伺

い
ま
す

※
町
内
会
費
か
ら
納
入
し
て
い
る
地

区
も
あ
り
ま
す

期
間
‥
合
印
3
年
6
月
1
日
̃

7
月
針
目
迄

社協だより

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

善意の灯
令和3年3月1 6日-5月1 9日(敬称略)

一般書付(金銭)

●

●

●

●

●

●

: ㈲鶴田自動車整備工場
● 代表取締役 神秀次郎羊1○○,〇〇〇 ●

:森設備工業 羊50,〇〇〇 :

:鈴 木 友 子 羊 8,〇〇〇

:匿 名 羊1〇〇・〇〇〇

● 匿 名 羊 50,〇〇〇

一般寄付(物品)

:貴 田 武 光

:リクライニング車いす1台、クッション1枚:

団
体
会
貫
-
団
体

ら
〇
〇
〇
円

(
各
種
団
体
、
金
融
機
関
、
福
祉

施
設
等
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
)

◇
納
入
方
法

事
務
局
が
伺
い
ま
す

期
間
‥
合
印
3
年
7
月
針
目
迄

賞
助
会
費
-
ロ
雪
〇
〇
〇
用
以
上

(
社
協
事
業
に
ご
賛
同
い
た
だ
け

る
個
人
・
商
店
・
企
業
等
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
)

◇
納
入
方
法

事
務
局
が
伺
い
ま
す

そ
の
他
、
直
接
来
所
・
又
は
お
電

話
で
も
ご
意
向
を
お
伺
い
し
ま
す

期
問
い
随
時

勘臨袖が-ビス事業

制まのばの交流協力員事業

障害春夏擬事業
埼地域活動支援センター

「鏡花塾」

在宅福祉が-ビス事業

捌きほえみ弁当お届Iナサービス

採一人暮らし昼食会「丹頂の集い」

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

醐
閥
醐
圏

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

『
組
写
真
か
ら
見
え
る
も
の
』

最
近
、
「
組
写
真
」
と
い
う
も
の
に
興
味
を
持

ち
始
め
ま
し
た
。
数
枚
の
写
真
で
自
分
の
思
い
を

表
現
す
る
の
は
、
と
て
も
難
し
い
け
れ
ど
も
、
と

て
も
面
白
い
の
で
す
。

そ
れ
は
、
ま
る
で
人
間
模
様
の
よ
一
っ
で
す
。
ま

っ
た
く
違
う
タ
イ
プ
の
人
が
一
緒
に
い
る
と
、
話

を
し
て
い
る
う
ち
に
、
ふ
と
新
し
い
考
え
が
思
い

浮
か
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
組
写
真
に
は
、
そ
の

よ
う
な
予
想
も
つ
か
な
い
こ
と
が
起
こ
り
え
る
の

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
写
真
を
並
べ
、
様
々

な
角
度
か
ら
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
よ
り
斬
新
な

思
い
つ
き
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
と
て
も
不

思
議
で
す
。

古
い
写
真
を
取
り
出
し
て
、
最
近
撮
っ
た
写
真

と
見
比
べ
る
だ
け
で
も
と
て
も
面
白
い
と
思
い
ま

す
。
何
か
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
す
。

今
、
あ
る
記
念
誌
の
制
作
を
す
る
た
め
に
、
鶴

田
町
の
懐
か
し
い
街
並
み
や
人
物
の
写
真
を
並
べ
、

い
ろ
い
ろ
思
い
を
は
ぜ
て
い
ま
す
。
先
人
の
方
々

が
、
い
か
に
ふ
る
さ
と
へ
情
熱
を
注
い
で
こ
ら
れ

た
か
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
現
代
社
会
の
中
で
求
め
ら

れ
る
の
は
、
様
々
な
人
間
関
係
の
中
か
ら
生
ま
れ

る
、
時
代
に
合
っ
た
新
し
い
発
想
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
組
写
真
か
ら
は
、
そ
れ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
い
ろ
い
ろ
な
写
真
を
集
め
て
、
自
分

な
り
の
表
現
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
写
真
に
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
、
写
真
展
に
足
を
運
ん
で
み
る

の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
写
真
ク
ラ
ブ
の
方
々
と

の
出
会
い
が
、
新
し
い
人
生
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
間
は
い
つ
も
今
が
旬
で

す
。

(
秋
庭

隆
貢
)


